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１．ダム貯水池の物質循環

２．淡水魚の成長・食性・初期生態

３．淡水魚の回遊生態解明

サブテーマ

４．ダム開発の生態学的コストベネフィット分析

生物多様性と生態系サービス（漁業生産）は維持できるのか？

ダム湖の生態系サービスはどの程度期待できる？

研究体制と研究開発目的



淡 水 魚 類 の 種 数 の 多 さ は ア マ ゾ ン 河 に 次 い で 世 界 で 2 位
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調査地

トンレサップ

（2,700 – 16,000 km2 ）

ノンハン

（135 km2）

ブンコンロン

（22 km2 ）

シリントーン

（288 km2 ）

ランパオ

（230 km2 ）

ウボンラタナ

（410 km2 ）

ナムグム

（370 km2）

フェイロン

（31 km2 ）

ナムウン

（85 km2）



温度、DO、pH、光強度等

土壌、底泥（粒度、成分、分解活性）

湖水（栄養塩、クロロフィル、藻類等）

一次生産（13C法）

生物（藻類、陸上植物、貝類、魚類）



名称
TP

(mg L-1)
TN

(mg L-1)
SS

(mg L-1)
POC

(mg L-1)
0.002 0.12 2.1 0.67
0.005 0.20 3.2 0.73
0.005 0.24 1.5 0.89
0.007 0.27 1.7 0.53
0.011 0.34 4.1 1.15
0.013 0.42 3.4 1.85
0.020 0.40 5.3 0.99
0.045 0.70 8.5 2.40
0.056 0.59 95.7 3.43

霞ヶ浦
（参考）

0.120 1.44 24.9 4.01

調査地点の水質
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底泥中の全リンと有機 VS 無機リン
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全リン、一次生産と漁獲量

冷温帯湖沼のデータは Downing （1993）による。
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y = 1.01x + 4.34

R2 = 0.508

y = 2.16x + 0.788

R2 = 0.714

霞ヶ浦（夏季）

貧栄養 中栄養 富栄養 過栄養

リン濃度と藍藻、Microcystis aeruginosa

藍藻 ミクロキスティス



ダム貯水池と自然湖沼の食物網構造の違い（その１）

4

6

8
10

12

14

16

4

6

8
10

12

14

16

-35 -30 -25 -20 -15 -35 -30 -25 -20 -15-35 -30 -25 -20 -15 -35 -30 -25 -20 -15 -35 -30 -25 -20 -15 -35 -30 -25 -20 -15

δ 13C

δ
15

N

δ 13C

δ
15

N

-35 -30 -25 -20 -15-35 -30 -25 -20 -15 -35 -30 -25 -20 -15 -35 -30 -25 -20 -15

4

6

8
10

12

14

16

4

6

8
10

12

14

16

ダ
ム

貯
水

池
自

然
湖

沼

高次栄養段階

中間栄養段階

低次栄養段階

二枚貝

巻貝

POM
（δ13C の９５％信頼区間）

魚類

乾季

雨期

乾季

雨期



0

5
10

15

20

25

30
t = 8.488 ; P = 0

0

5

10

15
t = 13.437 ; P = 0

0

2

4

6

8
t = 15.274 ; P = 0

0

2

4

6 t = 9.88 ; P = 0

0

5

10

15 t = 10.468 ; P = 0

0

1

2

3

4

5

6
t = 3.381 ; P = 0.001

-10 -5 0 5 10 15
0

2

4

6 t = 6.715 ; P = 0

-10 -5 0 5 10 15
0

2

4

6 t = 11.671 ; P = 0

-10 -5 0 5 10 15
0

2

4

6

8

10
t = 12.287 ; P = 0

-10 -5 0 5 10 15
0

1

2

3

4

5
t = 0.46 ; P = 0.327

-10 -5 0 5 10 15
0

2

4

6

8
t = 4.033 ; P = 0

-10 -5 0 5 10 15
0

2

4

6

8 t = 8.195 ; P = 0

0
2
4
6
8
10
12 t = 4.248 ; P = 0

0

2

4

6

8
10 t = -0.065 ; P = 0.526

0

5

10

15
t = 3.006 ; P = 0.002

0

5

10

15
t = 6.545 ; P = 0

-10 -5 0 5 10 15
0

2

4

6

8 t = 6.725 ; P = 0

-10 -5 0 5 10 15
0

1

2

3

4

5
t = 0.688 ; P = 0.251

-10 -5 0 5 10 15
0

5

10

15 t = -5.298 ; P = 1

-10 -5 0 5 10 15
0

1

2

3

4

5

6
t = 4.544 ; P = 0

δ13Cfish - δ13CPOM

δ13Cfish - δ13CPOM

ダム貯水池と自然湖沼の食物網構造の違い（その２）
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ダム貯水池と自然湖沼の食物網構造の違い（その３）
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ダム貯水池と自然湖沼の食物網構造の違い（まとめ）

Littoral zone?

Pelagic zone?

Tributary?

Phytoplankton Periphyton Terrestrial 
plant?

← 沈水林が発達する
トンレサップ湖の湖岸

← ← 食性の乏しい単
調な湖岸が続くダム湖



淡水魚の成長・初期生態（サブテーマ２から）



耳石の微量元素分析による回遊履歴の推定（サブテーマ３から）
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Henicorhynchus siamensis

国立環境研より報道発表（H26.8.6）

Sｒ
Ba 誕生地点の元素情報

死亡地点の元素情報



メタ生態系モデル
複数の生態系間を物
質と生物が移動する

ダム開発の生態学的コストベネフィット分析（サブテーマ４から）



本研究の成果のまとめ

メコン本流ダムは回遊
魚の移動障害を通じて
世界一の内水面漁業に
甚大な影響を与える。

ダム貯水池からは高
い一次生産、また魚類
生産が期待できるとい
う一面は確かにある。

しかし、ダム湖の生態
系は自然湖沼のそれと
は異質である。

特に自生性の単純な
食物網構造は持続的な
漁業（＝生態系サービ
ス）を保障するとは考え
にくい。

ダム建設により特定
な魚種のバイオマスの
増大が見込まれるが、
全体的には生物多様性
は低下する。

水産有用魚種につい
ては生態、生活史をあ
る程度解明できた。

これらの知見をメコン
地域の戦略的環境アセ
スメントに活用する上で
の道筋ができた。
（国際協力）

メコン流域に既存の
ダム貯水池・湖沼

国際河川メコン川のダム開発と環境保全

-ダム貯水池の生態系サービスの評価-

今後、流域人口の増
大にともない貯水池の
アオコ発生という新たな
環境問題の可能性も否
定できない。
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